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堰
合
繁
部
会
長
は「
昨
年
は

高
温
と
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

皆
様
も
苦
労
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
資
材
の
高
騰
に
よ
り

所
得
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
単
価
も
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
気
を

引
き
締
め
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
八
戸
支
部
の
庭
田

稔
さ
ん
が
務
め
、
令
和
６
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
な
ど

４
つ
の
議
案
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
若
林
政
秀
営
農
経
済
担
当
常
務
は
検

討
会
で
「
果
樹
総
合
部
会
の
販
売
額
は

年
々
伸
び
て
お
り
、
10
億
円
突
破
は
目

前
で
す
。
部
会
員
の
皆
様
に
は
生
産
対

策
、
販
売
対
策
を
十
分
に
協
議
い
た
だ

き
、
部
会
と
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
一
丸
と

な
っ
て
目
標
達
成
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
市
場
関
係
者
３
人
が
市
場
情

勢
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
５
人
が
品
種
ご
と
に

令
和
６
年
度
販
売
実
績
と
令
和
７
年
度

販
売
計
画
に
つ
い
て
説
明
。
検
討
会
の

最
後
に
は
、
部
会
全
体
の
販
売
額
10
億

円
を
目
指
し
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行

い
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
赤
石
裕
部
会
長
が

「
部
会
全
体
の
販
売
額
８
億
７
千
万
円

を
達
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
連
携
を

強
化
し
、
厳
し
い
市
場
情
勢
を
乗
り

切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
三
戸
支
部
の
坂
本
誠
税
さ
ん

が
務
め
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
令

和
７
年
度
事
業
計
画
な
ど
４
つ
の
議
題

に
つ
い
て
協
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
部

会
長
は
三
戸
支
部
の
赤
石
敏
文
さ
ん
と

な
り
、「
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
奮

闘
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
役
員
選
任
に
つ
い
て
の
協

議
の
結
果
、
部
会
長
は
引
き

続
き
堰
合
繁
さ
ん
と
な
り
ま

し
た
。
堰
合
さ
ん
は「
２
期
目

と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま

し
た
。

ぱ
る
じ
ゃ 

も
く
じ

４
月
号

▲  あいさつをする堰合部会長

　
野
菜
総
合
部
会
は
３
月
７
日
、
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
野
菜
総
合
部
会
第
16
回

通
常
総
代
会
を
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
部
会
員
、
市
場

関
係
者
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
98
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
果
樹
総
合
部
会
は
３
月
17
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン

ホ
ー
ル
で
令
和
６
年
度
果
樹
総
合
部
会
生
産
販
売
検
討
会
・
第
16
回

通
常
総
会
を
開
催
し
、
部
会
員
、
市
場
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど

95
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲  あいさつをする赤石部会長

▲  ガンバロー三唱で士気を高める参加者

▲  果樹総合部会新役員

▲  協議をする参加者
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は
じ
め
に
参
加
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
女
性

組
織
綱
領
の
唱
和
を
行
い
、
川
端
尚
子

部
長
が「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
自
粛
を
経
て
、
皆
様
と
共
に

活
動
を
活
発
に
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

職
員
関
係
各
位
、
部
員
の
皆
様
の
ご
協

力
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
社
会
と
の
色
々
な
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
活
動
な

ら
で
は
の
成
果
で
す
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
越
善
一
組
合
長
は「
組
織

と
し
て
の
活
動
を
維
持
す
る
の
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
明
る
く
活
動

を
続
け
る
女
性
部
の
皆
様
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。
本
日
は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
意
見
を
出
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
議
長
は
八
戸
広
域
支
部
の
上
野
佳
代

子
さ
ん
が
務
め
、
令
和
６
年
度
の
収
支

決
算
報
告
や
令
和
７
年
度
事
業
計
画
、

役
員
改
選
に
つ
い
て
な
ど
、
４
つ
の
議

案
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
に
つ
い
て
の
協
議
の
結

果
、
部
長
は
引
き
続
き
川
端
尚
子
さ
ん

と
な
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
川
端
部
長
は「
非
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り

ま
す
」と
意
気
込
み
を
述
べ
た
ほ
か
、

新
役
員
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
最
後
に「
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌
」を
全
員

で
斉
唱
し
、
令
和
７
年
度
の
活
動
に
向

け
て
団
結
し
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
の
後
に
は
、「
第
70
回

Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
」に
出
場
し
た
坂

本
順
子
さ
ん
が
、
大
会
で
の
組
織
活
動

体
験
発
表
を
部
員
に
も
披
露
し
ま
し

た
。

　
最
後
は
７
年
ぶ
り
と
な
る
、
部
員
に

よ
る
演
芸
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
八
戸

広
域
支
部
の
川
口
ト
ミ
エ
さ
ん
が
司
会

進
行
を
務
め
、
各
支
部
か
ら
計
８
組
が

代
表
と
な
り
踊
り
を
披
露
。
有
志
で
練

習
を
重
ね
た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ダ
ン
ス

や
、
長
年
携
わ
る
伝
統
芸
能
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
踊
り
終
え
た
出
演

者
と
司
会
者
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
や
り
と
り
で
、
会
場
は
お
お
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
部
員
は「
久
し
ぶ
り
に
演
芸
発
表
が

で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。
こ
れ
も
コ
ロ
ナ

明
け
の
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
、
今
後
も

部
員
と
団
結
し
て
活
動
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

女
性
部
通
常
総
会　

７
年
ぶ
り
演
芸
発
表
交
え
開
催

　
女
性
部
は
３
月
14
日
、
八
戸
市
公
民
館
で
令
和
６
年
度
八
戸
農
協

女
性
部
通
常
総
会
を
行
い
、
部
員
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲ あいさつをする川端部長

▲ 新役員を紹介する川端部長

▲ 体験発表をする坂本さん

マツケンサンバ

五 戸 支 部

2025メドレー

ま べ ち 支 部

関東春雨傘

田子支部　中沢和枝さん

独楽

八戸広域支部　本村京子さん

誰に愛されても

まべち支部　亀田邦子さん

五戸のおんこちゃん音頭

五 戸 支 部

櫻の花の散るごとく

八戸広域支部　奥田マサ子さん

田子町ナニャドヤラ

田 子 支 部
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振興野菜専門部五戸支部　丸いも生産販売検討会　

　豆類専門部は３月18日、Aコープ田子店でえだまめ
栽培講習会、特別栽培講習会を行い、生産者20人が
参加しました。
　三戸営農センターの澤口淳担当が講師を務め、えだ
まめの播種時の注意点や温度管理について説明した
ほか、青森県認証特別栽培について、指定されたもの
以外の肥料、農薬は使用しないよう呼びかけました。
　澤口担当は「ダイズサヤタマバエなどの害虫防除に
ついては、開花後にスタークル顆粒水溶剤の使用が
効果的です。収量、品質アップを目指して取り組み
ましょう」と話しました。また、消費者への信用が大
切とし、栽培基準や選果基準の遵守するよう呼びか
けました。

えだまめ栽培講習会、特別栽培講習会

▲  えだまめ栽培の注意点を説明する澤口担当

　ながいも専門部は３月６日、管内３箇所でながい
もの栽培講習会を行い、このうち五戸営農センター

（東部）での講習には、生産者22人が参加しました。
　農業普及振興室の木下貴之主幹が講師を務め、
令和６年産の作柄と気象経過、春掘り作業、種い
もの選別や植え付け時期などについて説明を行い
ました。
　講師は「今後の作業は計画的に進め、適期に植え
付けをしてください。また大雨に備え、ほ場の排
水対策も徹底しましょう」と話し、病害虫に関し
てもほ場観察を徹底し、早期の防除を呼びかけま
した。

ながいも　作付けに向けて

▲  ながいも栽培の注意点を確認する生産者

　振興野菜専門部五戸支部は３月12日、アピル五戸
で丸いも生産販売検討会を行い、生産者やＪＡ職員
22人が参加しました。
　金澤幹雄部会長は「数年ぶりにこうして集まり検
討会を開くことができました。どうしたら品質の高
いものを栽培していけるかなど、たくさん情報交換
していきましょう」とあいさつしました。
　五戸営農センター（西部）の舘俊秀販売担当が令和
６年度の丸いも販売結果および等階級発生比率につ
いて、五戸営農センター（東部）の小渡匡進係長よ
り、優良種子の選抜と増殖の方法、栽培日誌の集計
結果について説明を行いました。 ▲  丸いもの販売結果を聞く参加者

　
本
大
会
は
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
新
時
代
！

〜
届
け
よ
う
最
上
級
の
贈
り
物
〜
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
産
地
間
の
交
流
・
連
携

を
深
め
る
た
め
、
全
国
果
樹
研
究
連
合

会
が
開
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
13
日
、
南
部
町
の
楽
楽
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
研
究
協
議
会
で
は
、

は
じ
め
に
全
国
果
樹
研
究
連
合
会
西
洋

ナ
シ
・
サ
ク
ラ
ン
ボ
部
会
長
大
沼
喜
一

氏
、
宮
下
宗
一
郎
青
森
県
知
事
が
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
留
目

秀
樹
さ
ん
は「
サ
ク
ラ
ン
ボ
生
産
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
担
い
手
の
減
少
や
円

安
に
よ
る
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、
課

題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
課
題
解
決
に
向
け
、
我
々
生
産

者
は
品
質
、
収
量
の
向
上
や
、
産
地
一

体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
付
加

価
値
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
本
大
会
が
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
新
た
な

時
代
を
作
り
、
次
世
代
へ
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
、
各
産
地
が
団
結
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
祝
辞
の
後
、
達
者
村
農
業
観
光
協
会

の
川
守
田
義
雄
会
長
へ
、
全
国
果
樹
研

究
連
合
会
会
長
賞
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

南
部
町
が
立
ち
上
げ
た「
達
者
村
」の

20
年
に
わ
た
る
活
動
を
動
画
で
紹
介
。

後
半
で
は
国
立
大
学
法
人
弘
前
大
学
教

授
の
石
塚
哉
史
氏
に
よ
る
記
念
講
演
、

他
県
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
部
会
代
表
と
農
林

水
産
部
の
担
当
者
に
よ
る
、
２
つ
の
事

例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
14
日
に
は
、
留
目
秀
樹
さ

ん
の「
留
長
果
樹
園
」、
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
県
南
果

樹
部
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
経
営
状
況
や
技
術
的
特
色
に
つ

い
て
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

県
内
で
初
の
全
国
サ
ク
ラ
ン
ボ
研
究
協
議
会
開
催

　
３
月
13
日
と
14
日
、
全
国
か
ら
生
産
者
や
関
係
者
約
２
５
０
人
が

参
加
し
、
南
部
町
で
第
５
回
全
国
サ
ク
ラ
ン
ボ
研
究
協
議
会
青
森

県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲  あいさつをする宮下知事

▲  ほ場見学で説明を受ける参加者

ト ピ ッ ク ス
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。

　
今
大
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
留
目

秀
樹
さ
ん
は「
サ
ク
ラ
ン
ボ
生
産
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
担
い
手
の
減
少
や
円

安
に
よ
る
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、
課

題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
課
題
解
決
に
向
け
、
我
々
生
産

者
は
品
質
、
収
量
の
向
上
や
、
産
地
一

体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
付
加

価
値
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
本
大
会
が
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
新
た
な

時
代
を
作
り
、
次
世
代
へ
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
、
各
産
地
が
団
結
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
祝
辞
の
後
、
達
者
村
農
業
観
光
協
会

の
川
守
田
義
雄
会
長
へ
、
全
国
果
樹
研

究
連
合
会
会
長
賞
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

南
部
町
が
立
ち
上
げ
た「
達
者
村
」の

20
年
に
わ
た
る
活
動
を
動
画
で
紹
介
。

後
半
で
は
国
立
大
学
法
人
弘
前
大
学
教

授
の
石
塚
哉
史
氏
に
よ
る
記
念
講
演
、

他
県
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
部
会
代
表
と
農
林

水
産
部
の
担
当
者
に
よ
る
、
２
つ
の
事

例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
14
日
に
は
、
留
目
秀
樹
さ

ん
の「
留
長
果
樹
園
」、
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
県
南
果

樹
部
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
経
営
状
況
や
技
術
的
特
色
に
つ

い
て
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

県
内
で
初
の
全
国
サ
ク
ラ
ン
ボ
研
究
協
議
会
開
催

　
３
月
13
日
と
14
日
、
全
国
か
ら
生
産
者
や
関
係
者
約
２
５
０
人
が

参
加
し
、
南
部
町
で
第
５
回
全
国
サ
ク
ラ
ン
ボ
研
究
協
議
会
青
森

県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲  あいさつをする宮下知事

▲  ほ場見学で説明を受ける参加者
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ピーマン　正しい定植方法を確認

　青森県ＪＡ女性組織協議会が主催する農業ふれあい
教室のかべ新聞コンクール審査において、田子町立田子
小学校の４年生25人が制作したかべ新聞「初めてだら
けの農業チャレンジ新聞」が最優秀賞を受賞しました。
　田子小学校で３月25日、女性部田子支部の部員が生徒
へ賞状とメダル、副賞の「晴天の霹靂」５㎏を児童全員
に贈呈。参加賞として青森米３銘柄のパックご飯や
りんごグミなどを配布しました。
　新聞は令和６年度の活動をまとめた内容で、受賞し
た児童は「初めてかべ新聞を作り、農業にふれたことを
まとめた新聞が最優秀賞になってとても嬉しい。５年生
になっても農業を続けていきたい」と振り返りました。

田子小学校　かべ新聞コンクール最優秀賞受賞

▲  賞状を受け取る児童

　ピーマン専門部八戸支部は３月26日、農村環境改善
センター瑞豊館でピーマンの定植講習会を行い、生産
者43人が参加しました。
　農業普及振興室の吉田理見技師が講師を務め、前年
の気象経過と生育状況などを踏まえ、定植作業の方法
と今年の栽培の注意点を説明しました。
　講師は「ほ場づくりでは日当たりが良く、排水の
良いほ場を選びましょう。病害虫が蔓延しないよう、
防除指針を参考にし、定期防除に努めることが大切
です」と話しました。また、うね立てを行うにあた
り、畦間などは作業に合った間隔をとるよう呼び
かけました。 ▲  ピーマン栽培の注意点を説明する講師

ＬＡ全体研修会　ＪＡ共済新仕組学ぶ

　共済部は３月21日、豊崎会議室で第４回ＬＡ全体
研修会を行い、ＬＡ（ライフアドバイザー）19人が参加
しました。
　ＪＡ共済では、令和７年度の仕組改訂でがん共済
が通院・在宅治療でも保障されるなど、現在のニーズ
に対応した形で生まれ変わりました。
　本研修会では全共連の職員が講師となり、令和７年
度がん共済の仕組みの内容や契約締結における留意
事項、コンプライアンスについて説明し、受講した
ＬＡは、新仕組に対して新旧がん共済の比較や新仕
組のメリットなどを学びました。 ▲  推進方法について説明を受けるＬＡ

令和７年度機構体制

監 事 会

　
令
和
７
年
度
の
体
制
は
、
監
査
室
、
リ
ス
ク
管
理
室
、

総
務
、
金
融
、
共
済
、
営
農
経
済
の
２
室
４
部
10
課
、

７
支
店
、
３
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー（
３
営
農
セ
ン
タ
ー
・

６
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）と
い
た
し
ま
し
た
。
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中
央
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セ
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セ
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）
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共
済
推
進
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共

済

課

営農経済部 リスク管理室

指

導

課

販

売

課

営
農
経
済
企
画
課

総

務

課

企
画
管
理
課

金融部

金

融

課

米
穀
畜
産
課

購

買

課

代表理事常務
（信用専任）

代表理事常務
（営農経済） 常勤監事

参　　事

総　代　会

組　合　員

理　事　会

代表理事組合長

代表理事専務

営農経済委員会

金融共済委員会

総 務 委 員 会

令
和
７
年
度
機
構
体
制
に
つ
い
て
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新
郷
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リ
ー
ン
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ン
タ
ー

五
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営
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セ
ン
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）
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三
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セ
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1011

令和７年４月１日付

令和６年度をもちまして
６人の職員が定年退職となりました。

長い間お疲れさまでした。

参事兼総務部部長小　山　　　徹
新　　任 備　考氏　　名

◆ 審議役◆ 調査役
旧　　任新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

◆注釈　Ｃ ……… センター　　ＧＣ ……… グリーンセンター　　ＬＡ ……… ライフアドバイザー

金融部部長
共済部部長
下長基幹支店基幹支店長

上　坂　憲　一
宮　木　　　悟
久　保　裕　子

下長基幹支店基幹支店長
金融部部長
総務部部長

参事

新　　任 備　考氏　　名

◆ 審査役
旧　　任

監査室
総務部次長
総務課課長
金融課係長
下長基幹支店係長
階上支店支店長
倉石基幹支店基幹支店長
倉石基幹支店係長
倉石基幹支店係長
五戸支店支店長
三戸基幹支店係長
南部支店支店長
五戸営農経済Ｃ（新郷ＧＣ）所長
三戸営農経済Ｃ（三戸ＧＣ）所長
八戸営農経済Ｃセンター長
五戸営農経済Ｃセンター長
三戸営農経済Ｃセンター長

松　尾　　　仁
福　田　　　亮
上　山　美加子
舘　　　正　幸
佐々木　義　孝
坂　本　寿美子
佐々木　　　優
福　田　直　子
中　田　将　功
下　森　裕美子
三　橋　淳　哉
木　村　浩　二
佐　藤　和　博
川　村　　　誠
中　村　一　城
中川原　　　賢
足　澤　和　也

監査室
総務課課長
リスク管理室係長
金融課
金融課考査役係長
下長基幹支店係長
五戸支店支店長
倉石基幹支店係長
倉石基幹支店係長
倉石基幹支店農業融資
南部支店支店長
下長基幹支店
三戸ＧＣ所長
南部ＧＣ所長
八戸営農Cセンター長
五戸営農Cセンター長
三戸営農Cセンター長

新　　任 備　考氏　　名

◆ 考査役
旧　　任

昇格

昇進

昇格・昇進

昇進

機構変更

機構変更

機構変更

昇格・昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

リスク管理室係長
金融課係長（農業融資）
共済課係長

共済課損害調査
下長基幹支店
下長基幹支店ＬＡ
指導課係長
購買課
八戸営農経済Ｃ営農係長
八戸営農経済Ｃ営農係長
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
八戸営農経済Ｃ
五戸営農経済Ｃ営農係長
五戸営農経済Ｃ営農係長
五戸営農経済Ｃ営農係長
三戸営農経済Ｃ営農係長
三戸営農経済Ｃ営農係長
三戸営農経済Ｃ（南部ＧＣ）所長
三戸営農経済Ｃ（田子ＧＣ）所長

田　中　　　智
飯　原　　　晃
在　家　真　弓
渡　辺　　　卓
古　舘　智　道
小　松　功　治
萩　澤　寛　高
小　渡　匡　進
差ヶ久保　　寿
盛　　　幸　弘
林　　　正　人
田　中　　　太
安　藤　　　充
豊　川　正　人
荻　沢　一　雄
木　村　友　彦
小　野　宏　典
戸田沢　拓　哉
三　浦　　　悟
坂　本　恭　成

三戸基幹支店係長
三戸基幹支店農業融資
共済課
共済課係長
下長基幹支店
上長支店主任
階上支店主任
五戸営農Ｃ係長
五戸営農Ｃ
八戸営農Ｃ係長
指導課
八戸営農Ｃ
三戸営農C
五戸営農Ｃ係長
指導課係長
八戸営農Ｃ係長
三戸営農Ｃ係長
三戸営農Ｃ
新郷ＧＣ所長
三戸ＧＣ

職 員 人 事 異 動

昇格・昇進

共済課係長
（事務インストラクター専任）

◆ 主　査
新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

総務課
金融課農業融資
金融課
金融課
共済課
下長基幹支店ＬＡ
下長基幹支店
倉石基幹支店ＬＡ
南部支店
指導課
五戸営農経済Ｃ
五戸営農経済Ｃ
三戸営農経済Ｃ（三戸ＧＣ）
三戸営農経済Ｃ営農経済渉外

下　舘　良　基
田名部　祐　也
上　村　　　僚
中　野　裕　樹
種　市　良　祐
德　田　卓　也
小　滝　怜　子
鹿　内　夏　実
浅　水　久美子
村　山　一　星
梨　子　哲　裕
中　田　郁　己
船　場　良　太
櫻　川　太　一

中央ＧＣ
倉石基幹支店農業融資
販売課
下長基幹支店ＬＡ
倉石基幹支店ＬＡ
下長基幹支店ＬＡ
三戸基幹支店
共済課
三戸基幹支店
八戸営農Ｃ
監査室
営農経済企画課
三戸営農Ｃ
三戸基幹支店ＬＡ

昇進

昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

◆ 一　般
新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

下長基幹支店ＬＡ
下長基幹支店
階上支店
倉石基幹支店
倉石基幹支店ＬＡ
三戸基幹支店
三戸基幹支店
三戸基幹支店ＬＡ
三戸基幹支店
三戸基幹支店ＬＡ
下長基幹支店
下長基幹支店ＬＡ
倉石基幹支店
指導課
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
三戸営農経済Ｃ営農経済渉外
三戸営農経済Ｃ
八戸営農経済Ｃ
八戸営農経済Ｃ
下長基幹支店

高　橋　明　美
田　中　久美子
大長根　万　愉
坂　本　和歌子
手倉森　翔　允
山　口　京　子
滝　川　杏　子
川　口　夢　実
松　尾　樹々生
岩　間　義　亘
宮　崎　和　貴
高　橋　　　充
市　澤　音　葉
山　野　康　輔
木　村　晃　大
坂　本　洋　介
長　根　史　明
切無沢　　　旭
外　崎　舜　大
関　端　あかり

倉石基幹支店
階上支店
三戸基幹支店
南部支店
共済課
上長支店
総務部付
総務課
五戸支店
指導課
八戸営農Ｃ
八戸営農Ｃ
下長基幹支店
五戸営農Ｃ
八戸営農Ｃ
三戸営農Ｃ
購買課
八戸営農Ｃ

◆ 定年退職者 令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

役職名 摘　　要氏　　名 部　署

部長
支店長
考査役係長
考査役所長
主査
考査役

柳　町　ルリ子
柴　田　智　美
佐　藤　勝　子
高　根　　　誠
田　代　正　人
山　﨑　秀　孝

共済部
階上支店
倉石基幹支店
田子ＧＣ
五戸営農Ｃ
総務部付

正登用

新採用

新採用

◆ 嘱託職員
新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

共済部育成マネージャー
階上支店主任
上長支店主任
五戸営農経済Ｃ営農経済渉外
五戸営農経済Ｃ
総務部付
監査室
三戸基幹支店ＬＡ
営農経済企画課
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
三戸営農経済Ｃ営農経済渉外

柳　町　ルリ子
柴　田　智　美
佐　藤　勝　子
高　根　　　誠
田　代　正　人
山　﨑　秀　孝
工　藤　　　斉
竹　林　良　子
石　川　純　子
小笠原　晃　良
佐々木　光　雄
佐　藤　公　亮
工　藤　幸　弘

共済部
階上支店
倉石基幹支店
田子ＧＣ
五戸営農Ｃ
総務部付
共済課（損害調査）
三戸基幹支店
三戸基幹支店
中央ＧＣ
中央ＧＣ
是川ＧＣ
南部ＧＣ

再雇用

再雇用

再雇用

再雇用

再雇用

再雇用

◆ 準職員
新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

総務課
総務課
共済推進課
三戸基幹支店ＬＡ
三戸基幹支店
三戸営農経済Ｃ営農経済渉外
八戸営農経済Ｃ（中央ＧＣ）

梅　津　明　美
三　村　昌　平
大　沢　かおる
中　村　奈都子
上　野　博　子
早　川　　　健
川　村　多鶴子

総務課
金融課
共済課
下長基幹支店
倉石基幹支店
南部ＧＣ
中央ＧＣ

雇用替

雇用替

共済推進課LAトレーナー
倉石基幹支店主任
三戸基幹支店
五戸営農経済Ｃ営農経済渉外

鈴　木　節　子
原　　　仁　美
中　村　恵美子
手倉森　　　聡

倉石基幹支店ＬＡ
倉石基幹支店
共済推進課LAトレーナー
新郷ＧＣ

新　　任 備　考氏　　名

◆ 副調査役
旧　　任

昇格

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

◆ 依願退職者
役職名 摘　　要氏　　名 部　署

支店長
係長
一般
一般
準職員
臨時雇用者

相　内　一　晃
一ノ渡　和　幸
山　田　大　地
馬　渡　慎之介
赤　坂　彩　音
嶋　森　　　聡

倉石基幹支店
三戸営農センター（田子）
総務課
購買課
共済推進課
総務課

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付
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令和７年４月１日付

令和６年度をもちまして
６人の職員が定年退職となりました。

長い間お疲れさまでした。

参事兼総務部部長小　山　　　徹
新　　任 備　考氏　　名

◆ 審議役◆ 調査役
旧　　任新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

◆注釈　Ｃ ……… センター　　ＧＣ ……… グリーンセンター　　ＬＡ ……… ライフアドバイザー

金融部部長
共済部部長
下長基幹支店基幹支店長

上　坂　憲　一
宮　木　　　悟
久　保　裕　子

下長基幹支店基幹支店長
金融部部長
総務部部長

参事

新　　任 備　考氏　　名

◆ 審査役
旧　　任

監査室
総務部次長
総務課課長
金融課係長
下長基幹支店係長
階上支店支店長
倉石基幹支店基幹支店長
倉石基幹支店係長
倉石基幹支店係長
五戸支店支店長
三戸基幹支店係長
南部支店支店長
五戸営農経済Ｃ（新郷ＧＣ）所長
三戸営農経済Ｃ（三戸ＧＣ）所長
八戸営農経済Ｃセンター長
五戸営農経済Ｃセンター長
三戸営農経済Ｃセンター長

松　尾　　　仁
福　田　　　亮
上　山　美加子
舘　　　正　幸
佐々木　義　孝
坂　本　寿美子
佐々木　　　優
福　田　直　子
中　田　将　功
下　森　裕美子
三　橋　淳　哉
木　村　浩　二
佐　藤　和　博
川　村　　　誠
中　村　一　城
中川原　　　賢
足　澤　和　也

監査室
総務課課長
リスク管理室係長
金融課
金融課考査役係長
下長基幹支店係長
五戸支店支店長
倉石基幹支店係長
倉石基幹支店係長
倉石基幹支店農業融資
南部支店支店長
下長基幹支店
三戸ＧＣ所長
南部ＧＣ所長
八戸営農Cセンター長
五戸営農Cセンター長
三戸営農Cセンター長

新　　任 備　考氏　　名

◆ 考査役
旧　　任

昇格

昇進

昇格・昇進

昇進

機構変更

機構変更

機構変更

昇格・昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

リスク管理室係長
金融課係長（農業融資）
共済課係長

共済課損害調査
下長基幹支店
下長基幹支店ＬＡ
指導課係長
購買課
八戸営農経済Ｃ営農係長
八戸営農経済Ｃ営農係長
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
八戸営農経済Ｃ
五戸営農経済Ｃ営農係長
五戸営農経済Ｃ営農係長
五戸営農経済Ｃ営農係長
三戸営農経済Ｃ営農係長
三戸営農経済Ｃ営農係長
三戸営農経済Ｃ（南部ＧＣ）所長
三戸営農経済Ｃ（田子ＧＣ）所長

田　中　　　智
飯　原　　　晃
在　家　真　弓
渡　辺　　　卓
古　舘　智　道
小　松　功　治
萩　澤　寛　高
小　渡　匡　進
差ヶ久保　　寿
盛　　　幸　弘
林　　　正　人
田　中　　　太
安　藤　　　充
豊　川　正　人
荻　沢　一　雄
木　村　友　彦
小　野　宏　典
戸田沢　拓　哉
三　浦　　　悟
坂　本　恭　成

三戸基幹支店係長
三戸基幹支店農業融資
共済課
共済課係長
下長基幹支店
上長支店主任
階上支店主任
五戸営農Ｃ係長
五戸営農Ｃ
八戸営農Ｃ係長
指導課
八戸営農Ｃ
三戸営農C
五戸営農Ｃ係長
指導課係長
八戸営農Ｃ係長
三戸営農Ｃ係長
三戸営農Ｃ
新郷ＧＣ所長
三戸ＧＣ

職 員 人 事 異 動

昇格・昇進

共済課係長
（事務インストラクター専任）

◆ 主　査
新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

総務課
金融課農業融資
金融課
金融課
共済課
下長基幹支店ＬＡ
下長基幹支店
倉石基幹支店ＬＡ
南部支店
指導課
五戸営農経済Ｃ
五戸営農経済Ｃ
三戸営農経済Ｃ（三戸ＧＣ）
三戸営農経済Ｃ営農経済渉外

下　舘　良　基
田名部　祐　也
上　村　　　僚
中　野　裕　樹
種　市　良　祐
德　田　卓　也
小　滝　怜　子
鹿　内　夏　実
浅　水　久美子
村　山　一　星
梨　子　哲　裕
中　田　郁　己
船　場　良　太
櫻　川　太　一

中央ＧＣ
倉石基幹支店農業融資
販売課
下長基幹支店ＬＡ
倉石基幹支店ＬＡ
下長基幹支店ＬＡ
三戸基幹支店
共済課
三戸基幹支店
八戸営農Ｃ
監査室
営農経済企画課
三戸営農Ｃ
三戸基幹支店ＬＡ

昇進

昇進

昇格・昇進

昇格・昇進

◆ 一　般
新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

下長基幹支店ＬＡ
下長基幹支店
階上支店
倉石基幹支店
倉石基幹支店ＬＡ
三戸基幹支店
三戸基幹支店
三戸基幹支店ＬＡ
三戸基幹支店
三戸基幹支店ＬＡ
下長基幹支店
下長基幹支店ＬＡ
倉石基幹支店
指導課
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
三戸営農経済Ｃ営農経済渉外
三戸営農経済Ｃ
八戸営農経済Ｃ
八戸営農経済Ｃ
下長基幹支店

高　橋　明　美
田　中　久美子
大長根　万　愉
坂　本　和歌子
手倉森　翔　允
山　口　京　子
滝　川　杏　子
川　口　夢　実
松　尾　樹々生
岩　間　義　亘
宮　崎　和　貴
高　橋　　　充
市　澤　音　葉
山　野　康　輔
木　村　晃　大
坂　本　洋　介
長　根　史　明
切無沢　　　旭
外　崎　舜　大
関　端　あかり

倉石基幹支店
階上支店
三戸基幹支店
南部支店
共済課
上長支店
総務部付
総務課
五戸支店
指導課
八戸営農Ｃ
八戸営農Ｃ
下長基幹支店
五戸営農Ｃ
八戸営農Ｃ
三戸営農Ｃ
購買課
八戸営農Ｃ

◆ 定年退職者 令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

役職名 摘　　要氏　　名 部　署

部長
支店長
考査役係長
考査役所長
主査
考査役

柳　町　ルリ子
柴　田　智　美
佐　藤　勝　子
高　根　　　誠
田　代　正　人
山　﨑　秀　孝

共済部
階上支店
倉石基幹支店
田子ＧＣ
五戸営農Ｃ
総務部付

正登用

新採用

新採用

◆ 嘱託職員
新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

共済部育成マネージャー
階上支店主任
上長支店主任
五戸営農経済Ｃ営農経済渉外
五戸営農経済Ｃ
総務部付
監査室
三戸基幹支店ＬＡ
営農経済企画課
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
八戸営農経済Ｃ営農経済渉外
三戸営農経済Ｃ営農経済渉外

柳　町　ルリ子
柴　田　智　美
佐　藤　勝　子
高　根　　　誠
田　代　正　人
山　﨑　秀　孝
工　藤　　　斉
竹　林　良　子
石　川　純　子
小笠原　晃　良
佐々木　光　雄
佐　藤　公　亮
工　藤　幸　弘

共済部
階上支店
倉石基幹支店
田子ＧＣ
五戸営農Ｃ
総務部付
共済課（損害調査）
三戸基幹支店
三戸基幹支店
中央ＧＣ
中央ＧＣ
是川ＧＣ
南部ＧＣ

再雇用

再雇用

再雇用

再雇用

再雇用

再雇用

◆ 準職員
新　　任 備　考氏　　名 旧　　任

総務課
総務課
共済推進課
三戸基幹支店ＬＡ
三戸基幹支店
三戸営農経済Ｃ営農経済渉外
八戸営農経済Ｃ（中央ＧＣ）

梅　津　明　美
三　村　昌　平
大　沢　かおる
中　村　奈都子
上　野　博　子
早　川　　　健
川　村　多鶴子

総務課
金融課
共済課
下長基幹支店
倉石基幹支店
南部ＧＣ
中央ＧＣ

雇用替

雇用替

共済推進課LAトレーナー
倉石基幹支店主任
三戸基幹支店
五戸営農経済Ｃ営農経済渉外

鈴　木　節　子
原　　　仁　美
中　村　恵美子
手倉森　　　聡

倉石基幹支店ＬＡ
倉石基幹支店
共済推進課LAトレーナー
新郷ＧＣ

新　　任 備　考氏　　名

◆ 副調査役
旧　　任

昇格

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

令和７年度嘱託職員

◆ 依願退職者
役職名 摘　　要氏　　名 部　署

支店長
係長
一般
一般
準職員
臨時雇用者

相　内　一　晃
一ノ渡　和　幸
山　田　大　地
馬　渡　慎之介
赤　坂　彩　音
嶋　森　　　聡

倉石基幹支店
三戸営農センター（田子）
総務課
購買課
共済推進課
総務課

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付

令和７年３月31日付
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　切芋の植付けは５月中旬以降に地温が安定してから行い、６月中旬までには終えられるよう段取りをしましょう。早いと低温、
遅いと高温による腐敗や不萌芽のリスクが高くなります。
　また、圃場周辺に雑草が生い茂ると獣害や病害虫の発生の原因となります。除草剤などで圃場周辺の環境を綺麗に保ちましょう。
特にウイルスの拡散を防ぐためにアブラムシの防除は徹底しましょう。

・風による傷みや葉先枯れがある場合には、葉面散布剤を活用しましょう。
・黄斑病などが早期に発生する場合がありますので、圃場観察を行い早期に防除しましょう。
・おんぶ症が発生しやすい圃場では、追肥は控えるか少量で行いましょう。
・２本立を除けつする場合は草勢の強い方を残し、弱い方を根元から抜き取りましょう。

（１）圃場の準備
・堆肥は、完熟堆肥を定植１ヶ月以上前に適正量を施肥しましょう。牛ふん堆肥約２ｔ/10ａ施用しましょう。
※多量施用はガスが発生、根張りが悪く弱小蕾が多くなります。       
・土づくり肥料は2週間以上前に施用し、土壌に馴染ませておきましょう。
・土壌水分は手で軽く握って崩れない程度で耕起。水分が多い場合は、畝作り後2～3日乾燥させてからマルチを張りましょう。
※多水分の障害として根が浅く張り、萎れやすい草姿となります。

（２）育苗管理
・老化苗は活着が遅く、定植後の根張りも悪くなるので、老化苗にならないようにしましょう。
・かん水は冷水は使わず、生長点を萎れさせないよう注意しましょう。　

・摘心作業が遅れないように注意しましょう。
・摘心作業が遅れると、樹が栄養成長に傾き尻細果の発生が多くなります。
・摘心は極小さく摘む事が基本になります。小さく摘む事で枝の発生が良くなり回転率が上がります。
※品種特性もありますが、摘める枝摘めない枝がありますので、良く観察して遅れないように作業するようにしましょう。
・気温の上がり下がりが激しい時期ですので、ハウス内の温度管理に注意しましょう。

○ピーマン苗の定植適期
・10.5㎝ポット苗では本葉10枚頃で１番花が咲く直前、12㎝ポット苗では本葉12枚頃で1番花が咲いた頃が望ましい。ただし、苗が

老化する前に定植を行いましょう。
○定植時の注意点
・第１分枝が３本以上ある場合は、定植時に２本にしましょう。
・定植の約１週間前までには地温は18℃以上を確保するため、マルチ張等の作業を終了するとともに暖かく風のない晴れた日に

行いましょう。
・定植の２～３時間前に苗に十分なかん水を行いましょう。
・植穴が乾燥している場合は植穴にもかん水を行いましょう。
・植穴は根鉢が入る程度の大きさとし深植えしないようにしましょう。但し、根鉢の下と畑土が密着し空洞が無い状態にしましょう。

☆ねぎが太らない？⇒初期の生育で葉は重要です。病害虫を付けない事が太りに関係します。
・桜の開花とともに害虫が見え始めます。発生時期に注意し必ず予防防除を行いましょう。自分で『害虫の養殖場』を作らないように

スタートから防除を徹底し密度を下げるように努めましょう。

☆被覆資材の除去後は追肥とともに土寄せを行い根圏確保に努め生育促進を図りましょう。
☆被覆資材の除去はギリギリまで我慢しましょう。
・被覆資材の３つの効果　　　①保温　　　②保湿（土壌の乾燥を防ぎます）　　　③風よけ
☆色むら・生育差が見られる場合はスポット的に栄養剤を活用し生育促進を図りましょう。
・活着不良による生育停滞の回避　⇒　２資材を混用し５日置きに３回程度かん水しましょう。

☆除草剤の紹介

１．育苗管理
（１）換気はハウス内の温度が上昇する前（早朝）に行いましょう。
（２）かん水は苗箱の乾燥状態に応じて判断し、温度が上昇する前（早朝）に行いましょう。夕方のかん水は、苗箱内の温度を下げ

生育に悪影響が出るのでひかえましょう。
（３）降霜が予想されるときは、シルバーポリで被覆し管理しましょう。但し、伸び過ぎを防ぐため降霜の心配がない時は被覆しない

ようにしましょう。
（４）古くなった（５年以上使用）シルバーポリは、遮光・保温効果が低下していますので交換をお勧めします。
（５）ネズミ害を防ぐため、育苗ハウス周辺は綺麗にしましょう。
（６）晴天の日は積極的に換気を行うほか、風が強い時には育苗ハウスの風下側を開けるなどして、温度の上昇を防ぎましょう。

　盆用の菊類の定植（挿し穂）時期です。急な高温や低温の恐れがありますので、ハウスの温度管理を気を付けてください。活着が
不揃いになると収穫まで影響します。カンパニュラについては、圃場が乾燥しすぎると葉先枯れや茎が弱くなります。かん水や葉面
散布等で対策をしましょう。無加温電照栽培の圃場では花蕾が見えてからの遅霜に注意してください。適期の切り前で、きれいな
水と容器で水揚げし、日持ちする切り花を出荷しましょう。

・輪紋病対策として、伝染源になる枝幹部のいぼ病斑は、胞子の飛散が始まる５月下旬までに削り取って、塗布剤を塗布しましょう。
○開 花 直 前…スコア顆粒水和剤（2000倍）　300ℓ／10ａ  
○落 花 直 後…キノンドーフロアブル（1000倍）、エルサン水和剤（800倍）　350ℓ/10a
○落花10日後頃…オーソサイド水和剤（800倍）、エルサン水和剤（800倍）　350ℓ/10a

２ ゼネラル・レクラーク

①霜害防止対策に努めましょう！！       
・燃焼資材の準備や防霜ファンの設定温度を確認、また、散水氷結法の実施しましょう。
・園地の乾燥は霜害を助長するので、かん水しましょう。       
②結実確保に努めましょう！！       
・霜害を受けた園地では人口授粉を徹底して行いましょう。       
・さくらんぼは、結実率が高い期間が短い（開花後３～４日までが高い）ので、少なくとも５分咲の頃と満開期の２回以上行いましょう。

４ さくらんぼ

・せん孔細菌病対策として、春型枝病班の切除を徹底する。春型枝病班は４月から見え始め、開花以降も発生が続くので、定期的
に園地を見回り見つけ次第切除しましょう。とくに発芽や展葉が遅れている枝、幼果が枯れ込んでいる枝等に注意し、見逃さな
いようにしましょう。

３ 桃

　プラムは生理落果が起こりやすい樹種です。比較的生理落果の少ない『大石早生』『ソルダム』などは果実肥大を優先して早めに
摘果を行います。『サマーエンジェル』は核割果の発生が多い傾向にありますので、強摘果にならないように注意しましょう。生理
落花の多い『貴陽』『太陽』は着果確保を優先して遅めに始め、仕上げ摘果で調整しましょう。
①大石早生……中、長果枝は8～1０cm間隔に１果残します。短果枝は３～４本に１果残します。
②サマーエンジェル、紅香のしずく、ソルダム、太陽、秋姫
　　　　  ……中、長果枝は10～12㎝間隔に１果残します。花束状短果枝は約10㎝に１果残します。

５ プラム

・特に早い作型では、できるだけ育苗し健全な苗を定植しましょう。また、育苗中の温度管理は適温に保つよう気を付けましょう。
・２ａ程からでも作付けできますので、希望される方は各営農センターまでご相談ください。

７ さやいんげん

・令和７年産も価格に期待できるので、作付け面積の増反をお願いします。なお、次年度用の優良種子の確保も考慮し作付け計画
を立てましょう。

・圃場準備は地温、水分量を考慮し適期に行いましょう。
・丸いもの生産は種作りから始めなければなりません。興味のある方は早めに各営農センターまでご相談ください。
・近年、イノシシによる食害が発生しております。定植直後から被害を受けることがありますので、圃場の見回りを行い、足跡など

の痕跡がある場合は電気柵等の設置をしましょう。

８ 丸 い も １

３ ね　　ぎ　…… 今後の管理について ……

２ にんにく

４ トマト・ミニトマト

５ ハウスきゅうり

ながいも

水　　稲水　　稲

【コンボラル粒剤】
※製造中止

※在庫で持っている方は使用できます。

新除草剤【クレマートＵ粒剤】
一年生雑草　４～６㎏/10ａ　１回
全面土壌散布　定植活着後（雑草発生前）
但し定植10日後まで
油膜で広がるため土壌水分が必要です。
※前年度試験しコンボラルと比較し同等か
　それ以上の効果がありました。

害　虫
ネギコガ

ネギハモグリバエ類

ネ ギ ア ザ ミ ウ マ 類

発生してくる時期

カッコウの鳴き始め・藤の花が咲き始める頃が発生のサインです。
５月中旬から徐々に増え始め６月下旬が１回目のピークです。
ただし、桜の開花が早い場合はピークも早まりますので桜の開花時期に注意しましょう。

４月中旬～下旬は前年度に成虫で越冬した第一世代が動き出す時期です。

※安全限界温度に１時間置かれた場合、わずかでも花芽に障害が発生する恐れがあります。
（１）防霜ファン
　　ファンの始動温度を２℃に設定します。期待できる昇温効果は１～２℃です。著しく低温になった時は燃焼法を併用しましょう。

（２）燃焼法
　燃焼法を実施する場合は、あらかじめ「火災と紛らわしい煙又は火災を発生する恐れがある行為の届出書」を所轄の消防署に提出
しましょう。
①霜カット……おがくずと灯油を２：１（容量）で混ぜたものを２㎏ずつ袋等に入れて10ａ当たり40～60個配置しましょう。
②Ａ 重 油……４ℓオイル缶を使用する場合、10ａ当たり30缶以上配置しましょう。
　　●燃焼法を行う際の注意点
　　　燃焼中は、監視人を置きましょう。消火できる準備をしておきましょう。終了後は残り火を完全に消火しましょう。

（３）その他
　　防風ネットを年中張っている園地では冷気が溜まりやすくなり霜害を助長した事例がありますので、霜害危険期はネットを

閉じましょう。

◆凍霜害対策       
　開花期が近づくとともに耐凍性が低下していくので、気象情報に注意し、霜害防止対策を行いましょう。
　「ふじ」の凍霜害における生育ステージ別の安全限界温度       

１ り ん ご

花蕾着色期
～開花直前

安全限界温度（℃）

開 花 始 期 満　開　期 落　花　期花蕾露出期展 葉 初 期発　芽　期

－２.１ －２.１ －２.１ －２.０ －１.５ －１.５ －１.７

生育ステージ

ポリコープ１号 又は メリット青
（各500倍/葉面散布・生育促進）

サイトニン液 又は マブダチ
（各500倍/発根促進）＋

気象情報に注意し、適切な
温度管理に努めましょう！
気象情報に注意し、適切な
温度管理に努めましょう！

６ ピーマン　…… 定植について ……

代替品

野　　菜野　　菜

果　　樹果　　樹

花　　き花　　き
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　切芋の植付けは５月中旬以降に地温が安定してから行い、６月中旬までには終えられるよう段取りをしましょう。早いと低温、
遅いと高温による腐敗や不萌芽のリスクが高くなります。
　また、圃場周辺に雑草が生い茂ると獣害や病害虫の発生の原因となります。除草剤などで圃場周辺の環境を綺麗に保ちましょう。
特にウイルスの拡散を防ぐためにアブラムシの防除は徹底しましょう。

・風による傷みや葉先枯れがある場合には、葉面散布剤を活用しましょう。
・黄斑病などが早期に発生する場合がありますので、圃場観察を行い早期に防除しましょう。
・おんぶ症が発生しやすい圃場では、追肥は控えるか少量で行いましょう。
・２本立を除けつする場合は草勢の強い方を残し、弱い方を根元から抜き取りましょう。

（１）圃場の準備
・堆肥は、完熟堆肥を定植１ヶ月以上前に適正量を施肥しましょう。牛ふん堆肥約２ｔ/10ａ施用しましょう。
※多量施用はガスが発生、根張りが悪く弱小蕾が多くなります。       
・土づくり肥料は2週間以上前に施用し、土壌に馴染ませておきましょう。
・土壌水分は手で軽く握って崩れない程度で耕起。水分が多い場合は、畝作り後2～3日乾燥させてからマルチを張りましょう。
※多水分の障害として根が浅く張り、萎れやすい草姿となります。

（２）育苗管理
・老化苗は活着が遅く、定植後の根張りも悪くなるので、老化苗にならないようにしましょう。
・かん水は冷水は使わず、生長点を萎れさせないよう注意しましょう。　

・摘心作業が遅れないように注意しましょう。
・摘心作業が遅れると、樹が栄養成長に傾き尻細果の発生が多くなります。
・摘心は極小さく摘む事が基本になります。小さく摘む事で枝の発生が良くなり回転率が上がります。
※品種特性もありますが、摘める枝摘めない枝がありますので、良く観察して遅れないように作業するようにしましょう。
・気温の上がり下がりが激しい時期ですので、ハウス内の温度管理に注意しましょう。

○ピーマン苗の定植適期
・10.5㎝ポット苗では本葉10枚頃で１番花が咲く直前、12㎝ポット苗では本葉12枚頃で1番花が咲いた頃が望ましい。ただし、苗が

老化する前に定植を行いましょう。
○定植時の注意点
・第１分枝が３本以上ある場合は、定植時に２本にしましょう。
・定植の約１週間前までには地温は18℃以上を確保するため、マルチ張等の作業を終了するとともに暖かく風のない晴れた日に

行いましょう。
・定植の２～３時間前に苗に十分なかん水を行いましょう。
・植穴が乾燥している場合は植穴にもかん水を行いましょう。
・植穴は根鉢が入る程度の大きさとし深植えしないようにしましょう。但し、根鉢の下と畑土が密着し空洞が無い状態にしましょう。

☆ねぎが太らない？⇒初期の生育で葉は重要です。病害虫を付けない事が太りに関係します。
・桜の開花とともに害虫が見え始めます。発生時期に注意し必ず予防防除を行いましょう。自分で『害虫の養殖場』を作らないように

スタートから防除を徹底し密度を下げるように努めましょう。

☆被覆資材の除去後は追肥とともに土寄せを行い根圏確保に努め生育促進を図りましょう。
☆被覆資材の除去はギリギリまで我慢しましょう。
・被覆資材の３つの効果　　　①保温　　　②保湿（土壌の乾燥を防ぎます）　　　③風よけ
☆色むら・生育差が見られる場合はスポット的に栄養剤を活用し生育促進を図りましょう。
・活着不良による生育停滞の回避　⇒　２資材を混用し５日置きに３回程度かん水しましょう。

☆除草剤の紹介

１．育苗管理
（１）換気はハウス内の温度が上昇する前（早朝）に行いましょう。
（２）かん水は苗箱の乾燥状態に応じて判断し、温度が上昇する前（早朝）に行いましょう。夕方のかん水は、苗箱内の温度を下げ

生育に悪影響が出るのでひかえましょう。
（３）降霜が予想されるときは、シルバーポリで被覆し管理しましょう。但し、伸び過ぎを防ぐため降霜の心配がない時は被覆しない

ようにしましょう。
（４）古くなった（５年以上使用）シルバーポリは、遮光・保温効果が低下していますので交換をお勧めします。
（５）ネズミ害を防ぐため、育苗ハウス周辺は綺麗にしましょう。
（６）晴天の日は積極的に換気を行うほか、風が強い時には育苗ハウスの風下側を開けるなどして、温度の上昇を防ぎましょう。

　盆用の菊類の定植（挿し穂）時期です。急な高温や低温の恐れがありますので、ハウスの温度管理を気を付けてください。活着が
不揃いになると収穫まで影響します。カンパニュラについては、圃場が乾燥しすぎると葉先枯れや茎が弱くなります。かん水や葉面
散布等で対策をしましょう。無加温電照栽培の圃場では花蕾が見えてからの遅霜に注意してください。適期の切り前で、きれいな
水と容器で水揚げし、日持ちする切り花を出荷しましょう。

・輪紋病対策として、伝染源になる枝幹部のいぼ病斑は、胞子の飛散が始まる５月下旬までに削り取って、塗布剤を塗布しましょう。
○開 花 直 前…スコア顆粒水和剤（2000倍）　300ℓ／10ａ  
○落 花 直 後…キノンドーフロアブル（1000倍）、エルサン水和剤（800倍）　350ℓ/10a
○落花10日後頃…オーソサイド水和剤（800倍）、エルサン水和剤（800倍）　350ℓ/10a

２ ゼネラル・レクラーク

①霜害防止対策に努めましょう！！       
・燃焼資材の準備や防霜ファンの設定温度を確認、また、散水氷結法の実施しましょう。
・園地の乾燥は霜害を助長するので、かん水しましょう。       
②結実確保に努めましょう！！       
・霜害を受けた園地では人口授粉を徹底して行いましょう。       
・さくらんぼは、結実率が高い期間が短い（開花後３～４日までが高い）ので、少なくとも５分咲の頃と満開期の２回以上行いましょう。

４ さくらんぼ

・せん孔細菌病対策として、春型枝病班の切除を徹底する。春型枝病班は４月から見え始め、開花以降も発生が続くので、定期的
に園地を見回り見つけ次第切除しましょう。とくに発芽や展葉が遅れている枝、幼果が枯れ込んでいる枝等に注意し、見逃さな
いようにしましょう。

３ 桃

　プラムは生理落果が起こりやすい樹種です。比較的生理落果の少ない『大石早生』『ソルダム』などは果実肥大を優先して早めに
摘果を行います。『サマーエンジェル』は核割果の発生が多い傾向にありますので、強摘果にならないように注意しましょう。生理
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５ プラム
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８ 丸 い も １

３ ね　　ぎ　…… 今後の管理について ……

２ にんにく

４ トマト・ミニトマト

５ ハウスきゅうり

ながいも

水　　稲水　　稲

【コンボラル粒剤】
※製造中止

※在庫で持っている方は使用できます。

新除草剤【クレマートＵ粒剤】
一年生雑草　４～６㎏/10ａ　１回
全面土壌散布　定植活着後（雑草発生前）
但し定植10日後まで
油膜で広がるため土壌水分が必要です。
※前年度試験しコンボラルと比較し同等か
　それ以上の効果がありました。

害　虫
ネギコガ

ネギハモグリバエ類

ネ ギ ア ザ ミ ウ マ 類

発生してくる時期

カッコウの鳴き始め・藤の花が咲き始める頃が発生のサインです。
５月中旬から徐々に増え始め６月下旬が１回目のピークです。
ただし、桜の開花が早い場合はピークも早まりますので桜の開花時期に注意しましょう。

４月中旬～下旬は前年度に成虫で越冬した第一世代が動き出す時期です。

※安全限界温度に１時間置かれた場合、わずかでも花芽に障害が発生する恐れがあります。
（１）防霜ファン
　　ファンの始動温度を２℃に設定します。期待できる昇温効果は１～２℃です。著しく低温になった時は燃焼法を併用しましょう。

（２）燃焼法
　燃焼法を実施する場合は、あらかじめ「火災と紛らわしい煙又は火災を発生する恐れがある行為の届出書」を所轄の消防署に提出
しましょう。
①霜カット……おがくずと灯油を２：１（容量）で混ぜたものを２㎏ずつ袋等に入れて10ａ当たり40～60個配置しましょう。
②Ａ 重 油……４ℓオイル缶を使用する場合、10ａ当たり30缶以上配置しましょう。
　　●燃焼法を行う際の注意点
　　　燃焼中は、監視人を置きましょう。消火できる準備をしておきましょう。終了後は残り火を完全に消火しましょう。

（３）その他
　　防風ネットを年中張っている園地では冷気が溜まりやすくなり霜害を助長した事例がありますので、霜害危険期はネットを

閉じましょう。
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　開花期が近づくとともに耐凍性が低下していくので、気象情報に注意し、霜害防止対策を行いましょう。
　「ふじ」の凍霜害における生育ステージ別の安全限界温度       

１ り ん ご

花蕾着色期
～開花直前

安全限界温度（℃）

開 花 始 期 満　開　期 落　花　期花蕾露出期展 葉 初 期発　芽　期

－２.１ －２.１ －２.１ －２.０ －１.５ －１.５ －１.７

生育ステージ

ポリコープ１号 又は メリット青
（各500倍/葉面散布・生育促進）

サイトニン液 又は マブダチ
（各500倍/発根促進）＋

気象情報に注意し、適切な
温度管理に努めましょう！
気象情報に注意し、適切な
温度管理に努めましょう！

６ ピーマン　…… 定植について ……

代替品

野　　菜野　　菜

果　　樹果　　樹

花　　き花　　き
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自動車共済については、取扱していない代理店もございますので、各代理店にお問い合わせください。

などおまかせください。
修 理

購 入 車 検
自賠責共済自動車共済

代　理　店　名
久慈自動車工業㈱
㈱中村自動車
㈱工藤
東北重工㈱

0178 －28 －0431
0178 －82 －3104
0178 －82 －2351
0178 －20 －3993

下 長

電話番号 取扱支店

代　理　店　名 電話番号 取扱支店

倉 石

㈱ぱるじゃサービス　川内整備センター

㈲自販コイズミ
福富㈱中村自動車整備工場
川守田自動車販売

下 長マルショウ自動車 0178 －23 －2706
0178 －62 －6611
0178 －32 －6226
0178 －77 －2666
0178 －68 －2055

代　理　店　名 電話番号 取扱支店
㈱田中自動車整備工場
日向自動車整備工場
小沢商会

0178 －78 －2188 
0178 －78 －3003
0178 －78 －2747

倉 石

㈲小﨑自動車整備工場 0178 －78 －3030

代　理　店　名 電話番号 取扱支店
沖田自動車 
㈲椛沢モーター商会 
工藤自動車整備工場
三戸オートガーデン㈲澤田自動車

0179 －34 －2148
0178 －76 －2404
0178 －38 －9488
0179 －34 －3145

三 戸

㈲浅坂モータース 0178 －84 －4141
㈱ぱるじゃサービス　名川整備センター 0178 －76 －2219

代　理　店　名 電話番号 取扱支店
豊川自動車整備工場
斉藤自動車整備工場
小笠原精輪舎 

0179 －22 －1317
0179 －23 －6669
0179 －22 －2002

三 戸

代　理　店　名 電話番号 取扱支店
㈲宮木モータース 
㈲松本ホンダ販売
上村農芸社 
三戸マイカーセンター 

0179 －32 －2268
0179 －32 －2167
0179 －33 －1048
0179 －32 －2289

三 戸
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戸
市

五
戸
町

新
郷
村

南

部

町

田
子
町
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町

　令和７年２月の優績店舗は上長支店が、年金新規獲得、個人インターネットバンキングが

それぞれ１位となり、総合72ポイント獲得で２位の五戸支店（68ポイント）に４ポイント差を

つけ月間ＭＶＰに輝きました。上長支店は、初のＭＶＰ受賞となります。

　小笠原徳夫支店長は「日頃より当上長支店をご利用の組合員と地域の皆様には大変感謝申し

上げます。ただいまＪＡでは、スマホで振込・振替、税金・各種料金の払込み等の取引が

できる『ＪＡバンクアプリプラス』の登録をおすすめしております。詳しくは、窓口までお問い

合わせください。これからも、皆様にご満足いただけるようサービス向上に努めてまいります

のでよろしくお願いします」と話していました。

上長支店  優績店舗表彰受賞

４月25日より、新しくオープンする
『イオンスタイル八戸沼館店』の１階
に、ATMを設置いたします。普段の
お取引きはもちろん、ショッピングの
際にもぜひご利用ください！

設　置　場　所
青森県八戸市沼館４丁目７番地111
（旧イトーヨーカドー八戸沼館店跡地）

沼館ATMコーナー
新規オープン！

ＪＡ八戸自動車・自賠責共済代理店のご案内
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▲ お客様対応の様子 ▲ 支店オリジナルのポップ
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職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和７年３月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

290人

332億円
3,191億円
31.0億円
（令和５年度）

85.0億円
（令和５年度）

正 ９，６８０人
准  ４，７５３人
計 １４，４３３人

27人

958億円
35.2億円

定例理事会（３／28開催）

案　　件
議案第１号　㈱ぱるじゃサービス令和７年度

事業計画について
議案第２号　アパート等事業資金の貸付承認について
議案第３号　出資金の減口について
議案第４号　監事監査の結果に基づく回答について
議案第５号　投信取扱開始に伴う規程の制定・

変更について
議案第６号　職制規程の一部変更について
議案第７号　ＪＡ八戸職能資格規程の一部変更について
議案第８号　職員給与規程の一部変更について
議案第９号　組合員等弔慰見舞規程の一部変更について
議案第10号　就業規則及び関連規程の一部変更について
議案第11号　令和７年度内部統制整備・運用

実施計画の設定について
議案第12号　令和７年度コンプライアンス・プログラム及び

不祥事未然防止のための行動計画について
議案第13号　令和７年度個人情報保護計画について
議案第14号　令和７年度クロスチェック実施計画について
議案第15号　令和７年度内部監査計画の設定について
議案第16号　持続可能な収益性確保のための

取り組みについて
議案第17号　「ＪＡ体制整備モニタリング実施要領」

における体制整備基準への対応について
議案第18号　「ＪＡにおける共済事業実施体制強化指針」

における人事ローテーションの対応について
議案第19号　役員賠償責任保険について
議案第20号　女性理事枠候補者の承認について
議案第21号　役員地区選挙に係る選挙管理者・

選挙立会人の指名について
議案第22号　第６次農業振興計画書について
議案第23号　第６次中期３カ年計画について
議案第24号　令和７年度事業計画について

報告事項
第　１　号　組合員の加入及び脱退等について
第　２　号　内部監査報告書について
第　３　号　内部統制システム基本方針に基づく

内部統制の整備・運用状況について
第　４　号　個人情報保護法関連要領等の

一部変更について
第　５　号　ローン融資要項の一部変更について
第　６　号　ＪＡ八戸自然災害損害調査員設置

要領の一部変更について
第　７　号　組合事業職員全利用運動実施要領

の廃止について
第　８　号　貸付実行について
第　９　号　地域利用者への准組合員加入

促進要領について
第　10　号　職員の賞罰について
第　11　号　人事異動について
第　12　号　委員会報告について
第　13　号　令和７年度定期異動内示について
第　14　号　各部の事業実績並びに業務報告について
第　15　号　常勤役員・参事の主要行事出席

と行事予定について

JAカレンダー

定価  別冊付録とも922円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

定価  別冊付録とも922円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」５月号のご紹介

・おトクにガッチリ暮らしのマネー情報局
　第23回 新たに導入する企業も！株主優待ってどんな制度？おトクなの？

５ May

わたしと
家族の
台所物語

『家の光』創刊100周年　特別企画

　肩書は捨てて人間そのものを見るこ
と。すてきな人に出会えたら一生もの
の宝です。

家の光創刊100周年

スペシャルインタビュー
美輪明宏さん
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美輪明宏さん
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　ピーマンの苗がハウスの
中ですくすくと育っていま
す。今年もいっぱい実を
つけてねと話しかけ、移植
作業しています。

新郷村戸来（Ｓさん）

　金融移動店舗車は高齢化
による外出の不便を考慮し
た独自の事業と思います。
実際の利用状況が気になり
ました。

五戸町赤川（Ｔさん）

　全国各地で火災が発生し
ているので、今年はりんご
の枝は燃やさずに山林にて
処分。時間はかかりました
が安心です。

南部町福田（Oさん）

　春彼岸では重く湿った
雪が降り、「彼岸じゃらく」
の天候で雪かきが大変でし
た。最後の雪であってほし
いです。

八戸市上野（Ｓさん）

　スーパーで八戸産いちごを
見ると春が来たなぁと感じ
る今日この頃。我が家では
紅ほっぺがお気に入りです。

八戸市沼館（Ｔさん）

編集後記

　春の訪れと共に一気に
景色が色づく４月。温かく
なって芽吹く植物に毎年
元気をもらいます。

訃
報
の
お
知
ら
せ

　
当
J
A 

米
穀
畜
産
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主
査 

沼
沢
祐
一
郎
は
、

令
和
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年
３
月
22
日
に

逝
去
い
た
し
ま
し
た
。

（
享
年
40
歳
）

　
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚

誼
に
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
謹
ん
で

お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま

す
。

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ホシガキ」

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。
※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

３月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

クロスワード

頭の体操

　

５月15日の
消印まで有効

しめ切り
タテのカギ ヨコのカギ

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１85

※2024年10月１日からハガキの郵便
料金が85円に変更となりました。不足
の場合はお手数でも切手を貼って投函し
ていただきますようお願いいたします。

※ご応募いただいた皆様の個人情報は、「皆様
のお声」コーナーでのご紹介及び、クイズ
当選者への賞品発送にのみ、使用させて
いただきます。  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E

「イースター」

皆様のお声
皆様からいただいた
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

　ハガキに「クロスワードの答え」と「ＪＡや本誌に対するご意見・
ご感想」をご記入の上、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で利用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。

３月号のクロスワードの答え

情報　
掲示板

土令和７年５月17日

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日にご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

○Cよりぞう

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

〈下長支店〉
ＴＥＬ：0178－20－1391
住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
〈倉石支店〉
ＴＥＬ：0178－77－2051
住　所：五戸町大字倉石中市字上ミ平19－1

〈三戸支店〉
ＴＥＬ：0179－22－3311
住　所：三戸町大字川守田字大明地22－1

会場ご案内図 会場ご案内図 会場ご案内図

至
新
郷
村 ●

倉石
小学校

倉石
郵便局
●

●
小渡平
公園

㈱ぱるじゃサービス
倉石給油所
●

　　　●
　　ＪＡ八戸
　　旧倉石グリーンセンター

五
戸
川

倉石支店

会場

●㈲豊川酒店

至南部町

熊原川

六日町バス停
　　　　　●

クドウ時計店●

●おの理容所

至
田
子
町

●
楽々整体院

45

45

会場

三戸支店

開催日

午前９時～正午時　間

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
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５
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八
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総
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０３９ １１０１85

※2024年10月１日からハガキの郵便
料金が85円に変更となりました。不足
の場合はお手数でも切手を貼って投函し
ていただきますようお願いいたします。

※ご応募いただいた皆様の個人情報は、「皆様
のお声」コーナーでのご紹介及び、クイズ
当選者への賞品発送にのみ、使用させて
いただきます。  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E

「イースター」

皆様のお声
皆様からいただいた
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

　ハガキに「クロスワードの答え」と「ＪＡや本誌に対するご意見・
ご感想」をご記入の上、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で利用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。

３月号のクロスワードの答え

情報　
掲示板

土令和７年５月17日

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日にご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

○Cよりぞう

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

〈下長支店〉
ＴＥＬ：0178－20－1391
住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
〈倉石支店〉
ＴＥＬ：0178－77－2051
住　所：五戸町大字倉石中市字上ミ平19－1

〈三戸支店〉
ＴＥＬ：0179－22－3311
住　所：三戸町大字川守田字大明地22－1

会場ご案内図 会場ご案内図 会場ご案内図

至
新
郷
村 ●

倉石
小学校

倉石
郵便局
●

●
小渡平
公園

㈱ぱるじゃサービス
倉石給油所
●

　　　●
　　ＪＡ八戸
　　旧倉石グリーンセンター

五
戸
川

倉石支店

会場

●㈲豊川酒店

至南部町

熊原川

六日町バス停
　　　　　●

クドウ時計店●

●おの理容所

至
田
子
町

●
楽々整体院

45

45

会場

三戸支店

開催日

午前９時～正午時　間

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。



その他詳細

募 集 職 種

採用予定人数

応 募 資 格

10名程度

総合職
・金融・共済・購買部門の推進活動および窓口業務
・組合員の営農活動援助と農業生産力の維持・向上を
　図る業務

（１）大学・短期大学（就学２年以上の専門学校を含む）を令和８年３月卒業
見込みの者。または、卒業後３年以内の者。

（２）原則として令和８年３月末までに普通自動車運転免許を取得する見込み
の者。

応募方法、採用試験および選考方法など詳しい募集事項は、
ＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
ホームページアドレス  http://www.ja-hachinohe.or.jp/

❶ JAの事業・運営への参画
　正組合員はJAの運営に参画できる組合員で、総代会での議決権やJAの総代・理事・監事に
なることができます。
　一方で准組合員は、JAの事業を正組合員と同じように利用できますが、総代会での議決権
や役員の選挙など、JAの運営には関与できません。これは、JAが非農業的利害によって支配
されないようにしている為です。准組合員は生活協同組合にはなく、JA独自のものです。
正、准どちらでも受けられるサービスでは、貯金の金利優遇などがあります。

❷ 営農指導・事業施設の利用
　農業に必要な栽培技術指導や経営指導、JAの各選果場や集出荷場・ライスセンターなどの
各種農業関連施設を、優先的に利用することができます。
● JAからのお願い
　氏名・住所等に変更があった時は、広報誌等、JAからの文書等が届かなくなる場合もあり
ますので、最寄りの支店へ届出いただきますようお願いいたします。

令和８年度（2026年度）ＪＡ八戸職員募集

正組合員になると、こんなメリットがあります

就 任 の ご 挨 拶
　３月28日に開催された理事会において代表理事

組合長および代表理事専務（営農経済担当）が選任

され、就任いたしました。

　今後とも、役員一同、心を一つにして組合員の

営農と生活を守るため、誠心誠意職務に精励する所存

でございますので、よろしくお願いいたします。

小　原　良　洋
代表理事組合長

若　林　政　秀
代表理事専務
（営農経済担当）

20
この広報誌は環境対応型植物油インキで印刷しています。この広報誌は見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

〒039－1101 青森県八戸市大字尻内町字内矢沢２番地５　TEL. 0178－70－7711 FAX. 0178－70－7716
編集・発行／総務部 総務課　TEL.0178－70－7711 FAX. 0178－70－7716　発行日／令和７年４月15日
ホームページアドレス／http://www.ja－hachinohe.or.jp/　 E－mail:kouhou@ja－hachinohe.or.jp

八戸農業協同組合


